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ACCUプログラム

アフガニスタン復興支援 

アフガン難民に平和の絵本教材を 

ACCUはアフガニスタン復興支援として、（社）東京倶楽部の助成を受け、平和の文化を考える絵本教材『MEET MY FRIENDS!』を、アフガニスタンの主要な2言語（ダリ語、パシュトゥー語）で出版し、イラン、パキスタンのアフガン難民の子どもたちを中心に配布した。 

隣国にあふれるアフガン難民 
　「問題は、難民自身がアフガニスタンがどういう国か、ほとんど知らずに帰還していくことです。自分たちの国がどのようなところに位置し、誰が住み、どんな歴史をたどってきたのか。世界に自分たちと違う民族が存在することも知るべきです。一刻も早く教科書が必要です。なんと気の遠くなる作業でしょうか。」 

　昨年5月にテヘランでアフガニスタン難民について情報収集をしていた時、国連開発計画(UNDP）広報局長で、アフガニスタン人のタルジー氏は、私に言った。 

　窓の外では、トラックが一台、二台、いや、何台も猛スピードで通り過ぎていく。埃にまみれた土色の車体の荷台には、うずくまるように何人もの人たちが身をよせあって座っていた。無表情。老人もいれば、少年たちもいる。「アフガン難民です。」「日雇いでどこかに行くのでしょう。」 

　国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）によると、イランのアフガン難民は約150万人、パキスタンは200万人と報告されている（2002年）。アフガニスタンには、4,593の小学校があることが確認されているが(2002年3月、UNICEF調べ)、深刻な教員・教材不足に直面していることは言うまでもない。そこでACCUは、平和、教育、児童をキーワードに具体的にできることからやってみたいと考え、『MEET MY FRIENDS!』のダリ語、パシュトゥー語での出版と普及を計画した。 
子どもたちに現地語で本を届ける 
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　しかし、翻訳、印刷、配布について何も情報やノウハウがない。まず国境を接するイランとパキスタンの、ACCU共同出版事業＊のパートナー機関に打診してみる。「ペシャワールには詩人、教員などのパシュトゥー語を母語とするアフガニスタン人がいます。彼らに翻訳してもらいましょう。」「イランには、難民キャンプでダリ語を教えているアフガニスタン人がいます。彼らに翻訳を依頼するのはどうか。」「印刷は、私たちのところでやれば、配布も効果的。」などの回答を得て、協力体制ができあがり、印刷用のフィルムを両国に送り、わずか4ヶ月で各一万部ずつを印刷。ここまではよかった。問題は出来上がった本をどうやってキャンプや学校に届けるかである。結果として難民キャンプで活動しているNGOなどにアクセスすることにより、5ヶ月以上かけて両国での細部への配布を可能にした。 
より多くの言語での普及をめざして 
　一方で課題も残る。アフガニスタンは未だ混乱状態にあり、国際機関、NGOの活動範囲も極めて狭く、限界があるため、アフガニスタン国内での配布はイラン、パキスタン両国とのそれぞれの国境付近にとどまり、全国的に配布を行うことは極めて困難であった。効果的に配布を行うためには、どのNGOを巻き込むことができるかが大きなカギである。例えば、パキスタンのペシャワール周辺の難民キャンプで活発な活動をしているのは、ドイツ技術協力協会（GTZ）という半官半民の団体である。今回は、ACCU－パキスタンのパートナー機関－GTZという流れで普及が進んだことは、たいへん効果的であった。 

　さらに現在、イラクと国境を接するイランからイラク戦争後の復興支援として、『MEET MY FRIENDS!』をアラビア語に翻訳出版し、普及したいとの申し出が寄せられている。ラオスやカンボジアなどの関係者からも、深刻な教材不足を憂える声が聞かれる。現地の要望に応じた教材支援は、今後ACCUが早急に取り組むべき大きな課題である。 

文：大貫　美佐子（文化協力課長） 

英語版『MEET MY FRIENDS!』と日本語版『アジアの友だちに会おう！』（東京書籍刊）はACCUオンラインショップにて発売中。 

＊ACCUは1970年以来、アジア太平洋地域の子どもたちが本を通じてお互いの文化を知り、尊重する精神を養うために、域内諸国と共同で児童書を出版し、普及する児童書共同出版事業を推進してきた。これまでに「民話」や「環境の本」など29作品を刊行し、42か国の言語に翻訳されて普及・活用に供している。 

　29作目の『MEET MY FRIENDS!』の英語版（マスター版）は「平和の文化国際年」（2000年）を記念して2001年に刊行された。制作にはアジア14か国が参加し、各国の様々な暮らしやお祭りなどの風景を紹介し、異なる文化や民族が尊重しあって暮らす大切さを学ぶことができる。
